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こ
の
五
月
下
旬
は、
米

国ユ
タ
州
の
ソ
ル
ト
レ
イ

ク
市
と
松
本市
と
の
姉
妹

都
市
関係三
十
三
周
年
と

の
こ
と
で、
松
本
市
か
ら

は、
井
上
六
郎
松
本商
工

会
議
所
会
頭
を
団
長
に、

和
合
正
治
松
本
市
長
や

『
市
民
タ
イ
ム
ス』
の
新

保
力
社
長
ら
大
型
代
表
団

が
訪
問
す
る
と
の
こ
と
で

あ
る。
大
変
喜
ば
し
い
こ

と
だ
と
思
う。

姉妹
都
市
に
つ
い
て、

私
は
群
し
い
こ
と
を
知
ら

な
い
け
れ
ど、
か
つ
て一

九七九
年
秋
に
全

園地方

自
治
協
会
か
ら
の
依
頼

で、
私
が
秘
書
長
に
なっ

て
中
国
と
日
本
の
諸
都
市

間
の
姉
妹
都
市
関
係
調
査

の
た
め
の
訪中
団
を
組
織

し、
そ
の
実
状
を
調
査
し

る
し、
た
し
か
才
能
教
育

て
い
る
中
堅
学
者
で
あ

た
こ
と
が
あ
る。
当
時
は、

研
究
会（
鈴
木
メ
ソ
ッ
ド）

る。
ブ
リ
ガ
ム
ヤ
ン
グ
大

日
中
平

和友好
条

約締結

も
大
き
な
役剖
を果
た
し

学
は、
モ
ル
モ
ン
教
会
の

直
後
の
第二
次
日
中
プ
l

て
い
た
よ
う
に
患っ。

総
本
山
と
し
て
も
名
高
い

ム
の
頃
で
あ
り、
中
国側

私
は
松
本
を
離
れ
て
い

ソ
ル
ト
レ
イ
ク
市
の
隣
町

も改革・
開
放
の
政
策
に

る
の
で、
こ
の
姉妹
都
市

プロ
l
ヴ
に
あ
る
モ
ル
モ

大
転
換
し
た
直
後
で
あ

関
係
に
は
無
関係
だ
と
思，
ン
教
系
の
巨
大
な
私
学

り、
日
本
の
各
都
市
か
ら
っ
て
い
た
の
だ
が、
冒
頭

で、
そ
こ
の
リ
1．・
ファ

中
国
各
市
と姉
妹
関
係
を

の
ニ
ュ
ー
ス
を
知っ
て、

ン
ス
ワ
l
ス
教授
は、
日

結
び
た
い
と
い
う
希
望
が

も
う
長
い
こ
と、
個
人
レ

本
の
地方
政
治
を
専
門
に

続
出
し
て
い
た
け
れ
ど、

ベ
ル
で
姉
妹
都
市
関
係
を

研
究
し
た

有力学
者
で
あ

実
際
に
は
臼
・：：・：：：：－
JE－－：：：：：－
j
i－－：：
：：

る。
フ
ァ
ン

錨
献

ソ
ル
ト
レ
イ
ク
と
松
本と
私

軒
ぬ

係
に
様々
な
・：
：：：：・
：
：
J
i－－－・
：：：：
j
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五
年
夏
か
ら

問
題
が
出
て
い
て、
表
向

数カ
月、
浅
間
温
泉
に
滞

き
の

友好親善と
は
裏
腹

在
し
て
松
本
市
議
会
を
傍

な
点
が
多
かっ
た
か
ら
で

聴
し、
興
味
深
い
レ
ポ
l

あっ
た。

トを也
い
て
い
る。
私
の

こ
れ
に
比
し
て、
松
本

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
機
関
誌

と
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
と
の
関

『

歴史と来来
』
は
そ
の

係
は、
大
変
素
晴
ら
し
い

第
四
号
〈一
九
七
六
年
九

も
の
で
は
な
い
か
と
思

月）
で
「
現代
日
本
の
政

う。
こ
れ
ま
で
に
も
様々

治

上中央と
地方」
と
題

な

交流アロ
グ
ラム
が
突

し
て、
こ
の
お二
人
の
教

を結
ん
で
い
る
よ
う
で
あ

授
と、
の
ち
に
『
ヲャ
パ

結
ん
で
い
る
こ
と
に
今
回

無
が
つ
い
た。

ユ
タ州
に
はユ
タ
州
立

大
学

ル私立
の
プ
リ
ガ
ム

ヤ
ン

グ大学と
い
うこ
つ

の
大
き
な
大
学
が
あ
る。

両
者
は
お
互
い
に
ラ
イバ

ル
で
も
あ
る
が、
ユ
タ
大

学
の
R・
レベ
ナ
i
教授

は
奥
さ
ん
が
日
本
人
で
日

本
の
政
党
政
治
を
研
究
し

ン・
ア
ズ・
ナ
ンバ
ー
ワ

ン』
で
知
ら
れ
る
よ
う
に

なっ
たハ
ー
バ
ー
ド
大
学

のエ
ズ
ラ・
ヴォ
l
ゲ
ル

教授、
そ
れ
に
松
本出
身

の
三
輪
公
忠・
上
智夫
教

授
を
お
招
き
し
て
シ
ン
ポ

ヲ
ウ
ム
を
やっ
た
こ
と
も

あ
る。そ

の
ファ
ン
ス
ワ
！
ス

教授
に
招
か
れ
て
昨
年
四

月
に
は
同
大
学
で
聞
か
れ

た
実
安
門
事
件」
に
つ

い
て
の
国
際
セ
ミ
ナー
に

出
席
し
た
が、
会
議
の
合

間
に
レベ
ナ
i
夫
人
に
案

内
さ
れ
て
雄
大
な
ソ
ル
ト

レ
イ
ク
の
湖
畔
に
た
た
ず

み、
速
く
故
郷
の
山
並
を

想
い
起
し
た
も
の
で
あっ

た。
松
本
か
ら
の
北
ア
ル

プ
ス
の
よ
う
に、
シェ
ラ

、・
ネ
ヴァ
ダ
山
系
の
雪
山

が
美
し
かっ
た。
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